
【北海道帯広市】 地域体験型観光コーディネート

 観光資源の活用が不十分という地域の社会課題に対して、郵便局が有する地域内のネットワーク
を活用し、観光情報を提供する民間企業等と連携した上で、ワークショップの企画・運営等を通じて
地域体験型観光を推進

 地域に根差した郵便局だからこそ有する地域内ネットワークとリソースを活かした体験型観光コンテンツを検討
 地域外の民間企業等との連携により、新たなビジネスアイデアの発掘、およびビジネスチャンスを創出

Points💡💡

事業関係者

郵便局
• 地域内ネットワーク
• 物流/配送/窓口機
能等

自治体・観光協会
• 地域/観光の知見

地域事業者
• 物産品
• 観光資源

ICT事業者・
観光事業者
• 専門的な技術、知見

ワークショップの開催
（令和2年度事業での実施事項）

地域体験型観光コンテンツの商品化
（令和2年度以降の展開例）

• 関係者一体となり、地域体験
型観光コンテンツのアイデア出
しを実施

フィールドワークに
て郵便局・地域
事業者を訪問

地域体験型観
光コンテンツのア
イデア出しワーク
ショップを実施

例1：食のバリューチェーン体験

例2：VRを活用したユニバーサルツーリズム

• 主力産業である“食”の生産から加工、実食までの体
験ツアーを、郵便局がサポート

生産 加工 実食
郵便局の
リソース

・局舎スペース
・局長の地縁性

• 地域に広がる自然・観光スポットを、どこでも誰でも
VRで体験が可能。郵便局が物産品を自宅に届け
ることで、リアルな映像と物産品を同時に楽しむ

郵便局の
リソース

・物流機能等

ICT：VR体験 物産品

郵便局・・・
ICT・・・

ICT：オンライン予約/決済



【宮城県東松島市】 空き家の活用支援

 空き家の増加による不動産資産の効率低下と災害・治安の悪化という地域の社会課題に対して、
郵便局が有するネットワークを活用し、空き家情報を報告することで、空き家の有効活用を促進

東松島市が
把握している
空き家の確認

1

新たな
空き家予備群
情報の確認と
市への共有

2

2種の調査を実施

東松島市役所へ
調査結果を報告

郵便局社員が
集配業務中に

周辺の住宅を確認

空き家と思しき物件を
見つけた際に外観目視で
空き家調査を実施

タブレット

タブレット

市が把握済の
空き家物件に対し
郵便局社員が
確認調査を実施

タブレット

東松島市役所へ
調査結果を報告タブレット

市内全ての空き家の
確認を行う

 タブレット端末に地図情報、調査票、写真撮影機能を集約し、調査を効率化
 ”空き家調査基準項目”に則った調査と”外観撮影”により、客観性と情報共有のしやすさを実現

Points💡💡
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